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す
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果
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廿
定
例
市
議

会
廿
 

3
9年

度
予
算

を
審
議
 

五
所
川
原
市
の
定
例
市
議
会
は
、
三
月
十
六
日
招
集
、
会
期
を

二
十
六
日
ま
で
の
十
三
日
間
と
し
、
市
長
の
提
案
理
由
説
明
に

始
ま
り
、
昭
和
三
十
九
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算

な
ど
五
十
六
議
案
の
う
ち
、
議
員
提
案
の
一
件
を
除
き
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。
 

  

一
 

  

こ
の
議
会
で
決
ま
つ
た
主
な

議
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
 

◇
昭
和
三
十
八
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
追

加
更
正
予
算
 

◇
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計

予
算

（
五
億
九四
二
九
万
円
）
 

都
市
計
画
事
業
特
別
会
計
予
算
 

（
一
八
五
〇
万
円
）
、
 
養
護
老

人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
予
算
（
六

九
七
万
円
）
、
 市
民
文
化
会
館

特
別
会
計
予
算
（
八
二
三
万
円
）
 

公
益
質
屋
事
業
特
別
会
計
予
算
 

（
五
四
九
万
円
）
、
 
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
九

七
七
八
万
円
）
、水
道
事
業
会
計

予
算
（
収
益
的
収
入
二
九
三
11
1
 

万
円
、
同
支
出
二
八
四
一
万
円

資
本
的
支
出
五
一
七

万
円
）
、
 

西
北
中
央
病
院
事
業
会
計
（
収

益
的
収
入
二
億
六
〇
八
八
万
円

同
支
出
二
億
五
一
四
三
万
円
、
 

資
本
的
収
入
一
億
二

一
〇
五
万

円
、
同
支
出
一
億
三
八
〇
一
、
万

円
）
 

◇
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
、
 

特
別
会
計
条
例
、
集
会
所
設
世
 
 

条
例
、
市
立
学
校
設
貴
条
例
、
 

市
営
住
宅
設
置
条
例
 

◇
市
民
の
文
化
施
設
で
あ
る
市

民
文
化
会
館
の
条
例
 

◇
児
童
館
お
よ
ひ
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
設
置
条
例
 

収
入
役
に
 
神
氏
 

任
期
満
了
に
よ
る
新
し

い
収

入
役
に
三
月
議
会
の
同
意
を
得

て
神
重
三
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
 

神
氏
は
、
市
内
岩
木
町
出
身

明
治
三
十
七
年
十

一
月
二
十
八

日
生
ま
れ
、
県
立
青
森
中
学
校

卒
業
、
昭
和
三
十
年
市
役
所
へ

入
り
、
中
央
公
民
館
長
、
社
会

教
育
課
長
、
福
祉
事
務
所
長
を

歴
任
、
同
三
十
八
年
九
月
市
教

育
委
員
に
選
任
さ
れ
、
四
月
一

日
付
で
収
入
役
と
な
つ
た
。
 

、
ル
ニ
7
の
で
て
 

く
る
穴
は
生
ま
れ
 

た
と
き
に
、
そ
の
 

半
数
は
閉
じ
て
い
ま
す
が
、
残

の
半
数
は
生
ま
れ
た
後
に
閉

じ
ま
す
。
生
後
六
カ
月
か
ら

一

年
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
閉

じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
お
腹
の

中
か
ら
た
え
ず
腸
が
、
こ
の
穴

に
で
て
い
る
状
態
に
し
て
い
る

と
か
、
体
が
丈
夫
で
な
い
と
い

つ
ま
で
も
こ
の
穴
が
ふ
さ
が
り

ま
せ
ん
。
 

脱
腸
帯
は
、
生
後
六
カ
月
か

ら

一
年
の
幼
児
に

用
い
て
、
 

自
然
に
穴
が
ふ
さ
が
る
の
を
助

け
る
も
の
で
す
が
、
統
計
的
に

極
め
て
少
数
の
者
し
か
効
果
が

一
 

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
、
 一
応

な
お
つ
た
も
の
の
う
ち
に
も
完

全
で
な
い
も
の
が
あ
つ
て
、
中
 

固
定
資

産
評
価
員

に

平
 
川
 
氏
 

空
席
に
な
つ
て
い
た
固
足
資

産
評
価
員
に
、
平
川
甚
四
郎
氏

が
選
任
さ
れ
た
。
 

平
川
氏
は
、
市
内
元
町
に
住

み
、
明
治
二
十
九
年

一
月
十

一

日
生
ま
れ
、
五
所
川
原
農
学
校

卒
業
、
昭
和
二
十
九
年
市
の
固

定
資
産
評
価
員
、
同
三
十
年
収
 
 

年
以
後
に
ヘ
ル
ニ
7
の
再
発
を

き
た
す
も
の
が
相
当
数
あ
り
ま

す
。
 

脱
腸
帯
の
使
用
法
が
悪
い
と

こ
れ
を
や
め
た
時
に
、
穴
か
ら

腸
が
で
て
も
ど
ら
な
く
な
る
危

険
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
脱
腸

帯
で
長
い
こ
と
圧
迫
さ
れ
る
た

め
に
、
そ
の
部
分
の
筋
肉
が
弱

く
な
つ
て
、
将
来
、
手
術
を
し

て
も
再
発
し
ゃ
す
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
脱
腸
帯
に
よ
り

な
お
る
率
は
低
い
も
の
で
あ
り

い
ろ
い
ろ
な
害
も
あ
る
の
で
、
 

普
通
は
生
後

一
年
か
ら

一
年
半

ま
で
の
小
さ
い
ヘ
 
ルニ
7
に
使

用
す
る
か
、
何
か
の
病
気
で
手

術
で
き
な
い
休
の
子
供
に
用
い

る
も
の
で
す
。
 

入
役
を
歴
任
、
同
三
十
四
年
任

期
満
了
に
よ
り
退
職
さ
れ
、
四

月
一
日
付
で
固
定
資
産
評
価
員

と
な
つ
た
。
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(I) 	（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 
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JWfU.?O.45 I (3.4%) 撃
:>t ()で l5o又 (5.%）物件黄維議績 

（軌預） 

経
費
別
 
の
 
状
況
 

地万交付税 

176.000 (マ5i6a4) 

6 4.Q46 

公債資叱 (10.8%) 
73.g6 I 
Gョ．う％ ) 

人件費 

171. 768 
(o&.タ％) 

扶助費補助費等 

180.736(30.4%) 

出金 

ITh.3?O 

(J2S%) 

税枚入＼ 
Qり2プ7!、 

(34Ra/) 

出 歳 人 

歳入については、算出基礎のあ

きらかでないものは計上をさけ、 

一すべて収ス可能なもののみを計上

しました0 

歳出については、できるだけむ

だをはぶくということから、消費

的な性向の経費は、極力節減する

ようにはかり、投資的経費に充当

するように編成されています。 

業

業
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な
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事

事
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築
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(18 16戸 2種 32戸） 

市民文化会館 建設 事業 （継 続 事 業） 

し尿 処理場 建設負担金 

32.67?千円 

17.541千円 

12.205千円 

15.000千円 

6.060千円 

1 .469千円 

1 .200千円 

650千円 

600千円 

575千円 
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小
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搬
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(2) 
~uIu.~ 

39年度予算のあらまし 

（一般会計） 

f 
‘昭和39年度、五所川原市の予算は、一般会計では、総額5億9.429 

万 4 千円となつておりますが、予算編成にあたつては、健全財政を

保ちながら、いろいろな行政め水準の向上と、市民の福祉増進をは

かることを基調としております。 

また、今年度から、財務制度の全面改正により予算の様式と内容 

がかわり、市民のみなさんにわかりやすいように作製されておりま

す。 

（単位千円） 

歳 	 入 歳 

科 	目 	~ 予算額 構成比％ 科 	目 	I 予算．額 I 構成比％ 

1．市 	税 202.97 1 34. 1 1．議 会 費 11 .920 0
2
9
5

7
 
4
6
6
 9
 7
 
3
0
 
2
 
0
  

2

1
7
 
2
8
2
1
6

0
9
4

1
3
 
8
4
0
 

0
0
 

 

2．地方交付税 176. 000 29.6 2．総 務 費 102. 465 

3・蟹紗茎 1 .530 0.3 3．民 生 費 

4.衛 生 費 

171 .681 

14.791 
使用料及び

サ‘手 数 料 
20. 431 3.4 5．労 働 費 9.931 

5．国庫支出金 151 .074 25.4 6.農林水産業費 37.9T1 

6，県支出金 24.316 4.1 
7，商 工 費 3.651 

7．財産収入 

8．寄 附 金 

3.386 

700 

0.6 

0. 1 

8，土 木 費 

9．消 防 費 

56.855 

29. 123 

9．諸 収 入 3.886 a7 10．教 育 費 81.622 

10．市 	債 10.000 1.7 11．災害復旧費 100 

12．公 債 費 49.561 

13．諸支出金 23.600 
1 

14．予 備 費 1 .023 

雪4' 594. 294 100.0 計 594.294 

科
目

別
予
算
状
況
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五所川原市民文化会館 
市民の文化施設として期待をよせられていた、市民文化会館は津軽

の母、岩木川の畔りに 1 億 2 千万円の」事費で、このほど完成、 4 月 
1 日から開館されました。 

会館は、建設面積 940 坪、本館は鉄筋コンクリート二階建で、内部
には、固定席 900 を有するホールをはじめ、集会室 3 室があり、別館

は、木造二階建で、二階は結婚式場および披露宴会場（和室）、 階ト

は調理室、集会室があります。 

写真説明 

右上…会館正面 

右下…本館第一集会室内部

中・・別館二階披露宴会場

左・I‘本館二階廊下 

市民文化会館使用料 

1時～5時 6時～11)時 

、2.500 / 	2.900 
・1.700 	1.900 

900 

1.800 
700 
550 

0 
0 

全 日 

6.500 
4.300 
2.400 

4.400 
1 .800 
1.300 
1 .500 
2.800 

'
 

0
n
U
(
U(
U
(H〕
 

0
0】8
07
07
02
0
 

。
L
 

・
ー
 

〇集会室等 

室 名 定 員 

本 第一集会室 241)人 

館認議舞 lII炎 
別認一控奮 IUOA (420A (1招 1 .200500 

費二控篇 I談 (14丁） 溜 
館 集 会 室 100ノ、 	 800 

調 理 室 1 回 	500円
〇結婚式および披露宴会場として 

別館階上全部（階下調理室を含む）を使用する場合 

昼の部 （ 9時～3時） 5.000円 夜の部 （ 4時～10時） 6.000円 

会館からお願い 

〇館内の床はタイル張りで

すから、下駄での入場は

ご遠慮願います。 

〇会館を使川される方は、 

時間が午前（ 9 -12時） 

午後（ 1~5 時）夜問 

(6 ---i0時）と区分され

ておりますから、時間は厳

守願います0 

〇館内での喫煙は、きめら

れた場所で願います。 

〇会館への jIE絡は電話3Di 
番です。 

〇ホール （入場料を徴収しない場合） 

9時～12時 1時～5時 6時～10時 全 日 

平 	日 	6.400 
	

9.600 
	

12. 000 
	

24.000 
土曜 日 	6.400 
	

11. 200 
	

12.800 
	

26.400 
日曜．祝日’ 8.000 
	

11 .200 
	

12.800 
	

28. 000 

〇ホール（入場料等を徴収する場合、商業的使用も含む） 

9時～12時 1時～5時 6時～10時 全 日 

平 	日 
	

9.600 
	

14.400 
	

18.000 
	

36. 000 
土曜 日 
	

9.600 
	

16. 800 
	

19.200 
	

39.600 
日曜．祝日 
	

12. 000 
	

16. 800 
	

19.200 
	

42.000 

暖房を使用する期間の使用料は上記料金1 5割を加えた額 

9時～12時 

1 .800 
1 .200 

700 
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会
 

会 長 名 	所在地 

春
 
の
 
大
 
掃
 
除
 

川 動 

こ
の
た
び
、
戦
傷
病
者
特
別

援
護
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
 

「
ー
ー

・
 
で
軍
人
、
 

一
 
一
 
軍
属

等
の

公
務
上
の

傷
病
に
対

し
て
実
施

し
て
き
た

療
養
の
給

付
、
補
装

具
の
支
給

修
理
、
更

正
医
療
の

給
付
、
国

鉄
無
賃
乗

車
の
取
扱

等
の
援
護

は
、
今
後

戦
傷
病
者

手
帳
の
交
 

付
を
う
け
て
い
る
者
に
対
し
て

お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

、
、
、
！
ー
 

 

寺

田
氏

訪

欧
 

五
所
川
原
青
年
団
協
議
会
元

会
長
寺
田
勇
氏
は
、
日
本
青
年

団
協
議
会
青
年
国
際
親
善
の
代

表
に
選
ば
れ
、
日
本
青
年
代
表
 

（
一
行六
十
五
名
）
 
と
して
、
 

ョ
ー
ロ
ツ
パ
十
三
カ
国
を
約
四

十
五
日
間
に
わ
た
つ
て
親
善
交

流
し
ま
す
。
 

一
行
は
三
月
三
十
日
パ
ン
コ

ツ
ク
経
由
の
飛
行
機
で
出
発
、
 

五
月
十
五
日
帰
国
の
予
定
。
 

な
お
同
氏
は
三
月
二
十
六
日

五
所
川
原
を
た
つ
た
。
 
 

の
で
、
該
当
者
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
交
付
申
請
書
を
、
市
福
祉

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
申
請

に
は
、
①
住
民
票
の
抄
本
、
②

恩
給
証
書
の
写
、‘
③
写
真
二
葉
 

（
ペ
ス
ト
半
さ
い
、
無
帽
、
上

半
身
）
④
公
務
上
の
傷
病
名
を

証
明
で
き
る
書
類
、
⑤
印
鑑
、
 

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
く
わ
し
く
は
市
福
祉

事
務
所
へ
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
 

水
道
料
金
の
精
算
 

積
雪
の
た
め
冬
期
間
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
し
て
な
か

つ
た
と
こ
ろ
は
、
使
用
水
量
を

一
応
認
定
し
て
料
金
を
徴
収
し

て
お
り
ま
す
か
ら
、
四
月
ま
た

は
五
月
の
検
針
し
た
結
果
に
も

と
づ
い
て
精
算
し
ま
す
。
 

北
 
斗
 
運
 

岩
 
木
 

北
斗
運
動
広
場
建
設
の
起
工

式
は
、
六
日
関
係
者
が
集
ま
り

北
斗
グ
ラ
ン
ド
で
鍬
入
れ
を
し
 

、
中
央
公
民
館
で
式
を
お
こ
な

つ
た
。
 

こ
の
北
斗
運
動
広
場
は
、
北

斗
運
動
広
場
建
設
推
進
協
議
会
 

（
会長
増
田
桓

一
氏
）
と
市
と

で
乾
橋
と
五
能
線
鉄
橋
の
間
の

岩
木
川
原
に
、
野
球
場
、
小
中

学
生
用
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
 

天
井
 

毎
年
お
こ
な
う
、
春
の
大
掃
除

は
、
こ
と
し
も
す
で
に
各
支
所

で
は
じ
ま
つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
時
期
に
、
日
常
掃
除
の

い
き
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
を
、
 

き
れ
い
に
し
ま
し
よ
う
‘
 

旧
市
内
の
大
掃
除
日
程
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

△
4
月
2
1日
、
田
町
、
栄
町
、
 

平
和
町
、
元
町
、
新
町
、
成

田
町
、第

一
柳
町
、
第
二
柳
町

△
4
月
2
2日
、
川
端
町
、
鎌
谷

町
、弥
生
町
、
田
園
調
布
、
布

屋
町
、
平
井
町
、
中
平
井
町

ム
4
月
2
3日
、
上
平
井
町
、
下

平
井
町
、
下
平
井
町
住
宅
、
 

漆
川
住
宅
、
東
町
、
本
町
、
 

寺
町
、
岩
木
町
 

広
 
場
 

原
 
に
 
建
 
設
 

パ
レ
ー
コ
l
ト
、
遊
園
地
な
ど

を
建
設
す
る
も
の
で
、
こ
と
し

は
，
こ
の
整
地
と
観
覧
席
を
作

る
予
定
で
す
。
 

ひ
ま
わ
り
児
童
館
 

の
 
入
 
所
 
式
 

市
内
下
平
井
町
に
建
設
さ
れ

た
児
童
館
（
ひ
ま
わ
り
児
童
館
）
 

の
入
所
式
は
十
日
、
同
館
に
て

お
こ
な
わ
れ
た
。
 

裏
 
も
 
き
 
れ
 い
 
に
 

〈一
4
月
2
4ロ
、
大
町
、
敷
島
町

東
雲
町
、
柏
原
町
、
錦
町
、
 

幾
島
町
 

△
4
月
2
7日
、
新
宮
来
広
町
、
 

旭
町
、
さ
つ
き
町
、
末
広
町

湊
団
地
 

自
 
転
車
 
に
 

登
 
録
 票
 
を
 

自
転
車
の
盗
難
予
防
の
た
め

の
登
録
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
・
の第
一
回

一
斉
登
録
日
は

四
月
十
九
日
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ

で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
か
ら
、
ぜ

ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
 

南
小
学
校
（
五
所
川
原
小
学

校
、
五
所
川
原
中
学
校
、
中
 

央
公
民
館
、
敷
島
分
院
、
中

川
支
所
、
毘
沙
門
出
張
所
、
 

三
好
農
協
、
松
島
中
学
校
、
 

栄
中
学
校
、
七
和
支
所
、
野

里
小
学
校
、
梅
沢
中
学
校
。
 

こ
の
ほ
か
、
警
察
署
、
駐
在

所
、
各
自
転
車
店
で
も
、
随
時

登
録
を
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
『
窓
ロ
』
 

を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

、
ノ
ー
 
．
 

4
，
一
 
．
 

‘・
、
一
 

一
 

ス
 

野
畑

坪
山

尾
沢

田
田
町
富
実
実

町
門
田
詰

詰
詰

詰
詰
 

野
 
野

了
 
島
 
沙
噺
 

高

吹

一
金
水
持
広
広

敷
長
稲
稲

錦
毘

中
飯

飯
飯

飯
飯
 

称
 
会
会

会

会
会
会
会
会

会
会

会
会

会
会

会
会

会
会

会
会

方
会
 

楽
寿

寿

生

楽
寿

楽
寿

華
楽
生
寿
 

砂

松
寿

康
坊

生
聖

ク
穂
 

名
 

養
 

『
寿
長
長
長
喜
長

長
長

広
広

愛
慶

寿

高

錦
愛
寿
大

明
新
白
稲
 

一
 

老人ク ラブの結成 

=＝老人福祉法によ る一 

老人の多年の間に修得した知識と経験は、社会にとつて 

、 貴重なものです。 

これを生かすため、老人福祉法が作られ、老人の健康保

持と生活の安定に必要な措置として、健康診査、福祉施設

の整備、老人家庭奉仕員による世話、老人クラブの結成に

力を注いでおります。 当市,こも39年 3 月末までに23の老人

クラプが誕生しております。 

老人クラプは、老隼の生活を健全で豊かなものにし、老

人の福祉の増進をはかるためであり、市福祉事務所には、 

係をもうけて援助しております。 

つぎの表は、老人クラブの結成状況です。 

高橋市太郎 川 山

大坂徳太郎 前田野目

福士 多吉 高 野

猪 口 松太郎 吹 畑

山 内 藤七 一野坪

高橋豊次郎 

小坂 豊作 水野尾

阿部兵太郎 持 子沢

鹿内恭太郎 広 田

山 田 三郎 広 田

片 山 善吉 敷島町

其田 弥穂 長 富

山内惣馬太郎 稲 実

工藤惣三郎 稲 実

小野 正吉 錦 町

北川弥太郎 毘沙門

山 口 隆栄 中野新田

長峰 秀治 飯 詰 

「1コ谷弥八郎 飯 詰

大久保良夫 飯 詰

和田 米八 飯 詰

松本与三郎 飯 詰 
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